
調査次数 大山崎町第 69次遺跡確認調査（7YYMS’ EG10 地区）
調 査 地 京都府乙訓郡大山崎町字大山崎小字永福寺

調査対象 史跡大山崎瓦窯跡 （１号窯・９号窯・10号窯）

調査期間 平成 25年５月 31日～８月中旬

調査面積 150 ㎡

調査原因 史跡整備に伴う発掘調査

調査主体 大山崎町教育委員会

調査成果
〔経過〕

史跡大山崎瓦窯跡は、平安遷都（794 年）直後に成立した

瓦の生産地です。主に平安京、京外の諸寺のほか、嵯峨院や

山崎に所在した河陽離宮など嵯峨朝の離宮の瓦を生産してい

ます。平成 16年に実施した調査において、６基の瓦窯が検出

され、国の史跡に指定されました。また、その後の北隣接地

の調査において２基の瓦窯が検出され、大規模な瓦生産地で

あったことが判明しています。

〔成果〕

今回の調査は、今後の整備に必要な情報を得るために実施

いたしました。その結果、１号窯に連続して西側に２基の瓦

窯を検出し、これを９号窯・10 号窯と銘名しました。また、

これらの北側には排水溝が、南側には前庭部の建物の柱穴が

検出されています。これらは、２号窯から６号窯における瓦

窯と排水溝・前庭部建物などの付属施設を約 270 度回転させ

た位置関係で配置させています。10号窯の周囲で出土した瓦

片は、西側から廃棄された状況で堆積していますので、この

西側には、さらに瓦窯の存在が予測されます。

〔まとめ〕

今回の調査では、南に開口する瓦窯群の存在が明らかにな

りました。この一群は、東へ開口する北・南二つの群と同じ

規格で配置され、各瓦窯も同じ規模で統一されています。し

たがって、大山崎瓦窯は、全体として大規模な操業を成立当

初から計画的に実施した姿として理解できます。このあり方

は、遷都に伴う大量の需要に対して、瓦生産を計画的に実施

しようとした平安京の造瓦体制の実態が反映されているとい

えます。

26
.00

25
.00

25
.00

H-1(平板杭)

26
.50

27
.00

27
.50

28
.00

28
.50

30.94

Y=
-2
8,6
80

X=-122,720

Y=
-2
8,7
00

X=-122,710

Ｎ

Y=
-2
8,
69
5

X=-122,750

Y=
-2
8,
69
5

X=-122,700

Y=
-2
8,
66
5

X=-122,750

Y=
-2
8,
66
5

X=-122,700

93
.7
8°

93
.7
8°

90
°

90
°

6.
6ｍ
6.
6ｍ

6.
0ｍ
6.
0ｍ

4.
5ｍ
4.
5ｍ

5.
8ｍ
5.
8ｍ

5.
8ｍ
5.
8ｍ

4.5ｍ4.5ｍ

6.
3ｍ
6.
3ｍ

Ｃ
.Ｌ

Ｃ
.Ｌ

Ｃ
.Ｌ

Ｃ
.Ｌ

Ｃ
.Ｌ

Ｃ
.Ｌ

Ａ
E

B

B’

G
'

Ａ
'C'

GG
4.
67
°

D
D
’

C

F’

・
23
.7

・
23
.4

・
23
.9

・
23
.9

・
23
.9

23
.2・

24
.0・

25
.7

24
.6

24
.5

・
24
.7

24
.7

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

Y=
-2
8,6
80

X=-122,720

B’
Ｃ
.Ｌ

・
23
.9

・
23
.9

・
23
.9

・
23
.9

・
23
.9

90
°

90
°

90
°

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

25
.00

P2

P1

P3

P4

SD
02

SD
02

SD
02

+ +
++

P1

P2

P3

X=－122,750

SX
07

SD11

SD08

SD12

SD
15

SD
16

SD
02

P10

P18

IK54次調査

IK64次調査１Tr

IK64次調査２Tr

IK67次調査

IK69次調査
今回の調査地→

SD06

平均勾配9.46°

SD06

SD05

SD06

266.22°

３号窯３号窯

２号窯２号窯

４号窯

５号窯５号窯

６号窯

１号窯１号窯９号窯９号窯10号窯10号窯

Ｎ１.04°（1°2’）Ｅ

N5.71°（5°43’）E

０ 50ｍ

ＮＮ

Ｙ=-28,700 680

640

660

670

690

700

730

720

750

760

650 630660690710 Ｙ=-28,670 Ｙ=-28,640

Ｘ=-122,650

Ｘ=-122,680

Ｘ=-122,710

Ｘ=-122,740

Ｘ=-122,770

640

660

670

690

700

730

720

750

760

Ｘ=-122,650

Ｘ=-122,680

Ｘ=-122,710

Ｘ=-122,740

Ｘ=-122,770

730 720

Ｙ=-28,700 680 650 630660690710 Ｙ=-28,670 Ｙ=-28,640

ＷＣＷＣ

桜の広場前公園

ＩＫ44次→ＩＫ44次→

←ＩＫ58次

←ＩＫ54次←ＩＫ54次

ＩＫ61次→

ＩＫ54次→

ＩＫ56次ＩＫ56次→

→

→

→

民家

史跡大山崎瓦窯跡と周辺遺構の分布

←焚口面の軸（Ｎ５°43′Ｅ）←焚口面の軸（Ｎ５°43′Ｅ）

←焚口面の軸（Ｎ５°43′Ｅ）

← 史跡 大山崎瓦窯跡の範囲← 史跡 大山崎瓦窯跡の範囲
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調査地位置図

0 300ｍ

宝
積
寺

宝
積
寺

ＮＮ

１号窯１号窯
９号窯９号窯

10号窯10号窯

焼成室焼成室

燃焼室燃焼室

前庭部前庭部

写真２　左（西）から１0号窯・９号窯・１号窯（南から撮影）写真１　１号窯の窯材に使用された軒丸瓦
OY102 型式（西賀茂瓦窯からもち運ばれた瓦笵）

第１図　調査地位置図

第２図　平窯模式図と各部の名称
（西賀茂瓦窯角社東群２号窯）

第３図　史跡指定地平面図（1：400） 第４図　大山崎瓦窯全体平面図（1：1,000）

平成 25年（2013）８月 10日（土）

史
し せ き お お や ま ざ き か わ ら が ま あ と

跡大山崎瓦窯跡 現地説明会資料
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